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６
月
１
日
、
Ｊ
Ｒ
肥
薩
線
（
川
線
）
が
開
通
百

周
年
を
迎
え
ま
し
た
。 

 

開
通
前
年
に
創
業
し
た
「
小
出
新
聞
店
」
を
前

身
と
す
る
熊
日
多
良
木
販
売
セ
ン
タ
ー
と
同
人
吉

販
売
セ
ン
タ
ー
は
、
新
聞
を
大
八
車
で
運
ん
で
い

た
当
時
を
想
像
し
て
、
祖
父 

政
喜
、
父 

進
、
兄 

進
一
郎
と
の
思
い
も
あ
っ
て
企
画
し
ま
し
た
。 

 

そ
れ
ま
で
新
聞
は
球
磨
川
の
船
（
帰
り
便
）
で

運
ば
れ
て
い
ま
し
た
が
、
鉄
道
開
通
後
は
決
ま
っ

た
時
間
に
新
聞
が
汽
車
で
届
き
、
迅
速
な
配
達
が

出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。 

 

人
吉
駅
前
で
あ
っ
た
出
発
式
で
は
、
多
良
木
販

売
セ
ン
タ
ー
店
主
、
小
出
忠
紹
（
63
）
が
「
鉄
道

開
通
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
迅
速
な
情
報
が
都

市
と
地
方
と
の
距
離
を
縮
め
た
」
と
挨
拶
。 

 

九
州
日
日
新
聞
（
熊
日
の
前
身
）
の
の
ぼ
り
を

た
て
紅
白
テ
ー
プ
で
飾
っ
た
大
八
車
に
最
近
の
新

聞
を
積
み
８
人
で
中
心
街
を
約
1.5

㌔
練
り
歩
き
ま

し
た
。
創
業
者
の
故
小
出
政
喜
が
新
聞
社
に
依
頼

し
て
作
っ
た
「
肥
薩
線
開
通
の
歌
」
を
テ
ー
プ
で

流
し
な
が
ら
、
開
通
当
時
の
新
聞
記
事
な
ど
を
紹

介
し
た
号
外
を
配
布
。
道
行
く
人
た
ち
は
興
味
深

げ
に
読
ん
で
い
ま
し
た
。 

出
発
式
で
あ
い
さ
つ
す
る 

懐かしそうに見入られる入所者の皆さん 

国
宝
と
な
っ
た
青
井
阿
蘇
神
社
に
て 

 
 
 

商
売
繁
盛
と
安
全
祈
願 

お祓い 

出発準備中の坂田隆一社長 号外を受け取ると早速読み始める市民 

号
外
を
配
布
す
る
石
田
主
任 

号外を興味深げに読む市民 

イベントが終了しスタッフの記念撮影 



 

肥薩線開通100周年写真集(集大成）裏 平成２０年６月 

美味しく冷水茶を頂く尾方さん、田上さん 

号外を配る坂田社長と亜希子。 

（
号
外
を
受
け
取
ら
れ
る
宮
山
惇
社
長
） 

 祝 おめでとう 

     ございます 
  

  熊日人吉多良木販売センター 

  毎日お疲れ様でございます。感謝 

お茶をご馳走になり話がはずんでいます。 

鍋屋本館さんから出迎えされ、お茶まで 

いただきました。 

宮山時計店（株）様からの 

    温かいメッセージです。 

鍋屋本館前でしばしの休憩 

飛び入りの子どもさんと記念撮影 

 

南
泉
田
愛
生
会
を
訪
問 

 

百
歳
の
方
も
お
ら
れ
て
、
昔 

懐
か
し
く
感
激
さ
れ
て
い
ま 

し
た
。
（
写
真 

上
） 

駅
通
り
を
通
過
す
る
堅
太
郎
引

き
入
る
「
大
八
車
」
の
一
行
。 

尾
方
主
任
と
親
し
く
話
す 

 

入
所
者
の
方
々
。 

会
話
が
は
ず
む
、
二
日
町
愛

生
会
の
皆
さ
ん
。 


